
クラブ＆サークル活動・学友会活動報告

　私たち硬式テニス部は現在30名の部員で活動しています。部員の中には、
中学高校でテニスをしており、大会などで入賞した経験のある人から大学に
入学してから初めてラケットを握った人など様々で、どなたでもテニスを楽し
むことの出来る環境が整っています。
　主な活動は、週4日程度の大学のテニスコートでの練習と、鳥取市テニス協
会が主催する大会や中国四国学生テニス連盟が主催する大会に出場してい
ます。今年度も多くの大会に出場しました。大会の中には、入賞した大会や連
覇を果たした大会もあります。
　休日には、大学のコートで地域の方 と々一緒にテニスをしたり、環謝祭に模
擬店を出店したりと地域の方 と々の交流も積極的に行っています。
　さらに実力をつけ、より多くの大会で入賞できるように頑張ります。応援よろ
しくお願いします。

硬式テニス部
　私たちアカペラ部は、現在27名の部員が所属しており、アカペラの楽しさや
魅力を伝えることを目的として活動しています。
　活動内容は、学園祭や学外のイベントに向けての練習です。今年は、発表
会に6回参加させていただきました。活動頻度はバンドごとによって異なります
が、主に昼休みや空きコマを活用して練習を行っています。
　ここまで聞いて、「大変そうだな。初心者にはできないよ。」と思われた方が
いると思います。しかし安心してください！私も含め、部員のほぼ全員がアカペ
ラ初心者です。未経験ながらも日々努力して頑張っています。
　今後は、鳥取大学のアカペラ部と混合バンドを結成し、活動していくことも
予定しています。実力はまだまだですが、アカペラを多くの方に知っていただけ
るよう頑張りますので応援よろしくお願いします！

アカペラ部

代表：吉田 将輝 （ 経営学部  3年 ） 代表：高橋 龍晟 （ 経営学部  2年 ）

TUESしゃんしゃん委員会　
代表：萩原 千春（ 環境学部2年 ）

公立鳥取環境大学学友会　大学祭実行委員会
委員長：西原 綾菜（ 環境学部2年 ）

　2019年8月14日、第55回鳥取しゃんしゃん祭りに公立鳥取環境大
学A連・B連として踊り子・委員総勢115名で参加しました。当日は台風
10号の影響で雨天中止が心配されていましたが、問題なく最後まで踊
りきることができました。
　本番に向けての練習ではしゃんしゃん傘踊り習得だけでなく、総代・
リーダーがレクリエーションを企画し、学年を超えて交流を深めること
にも力を入れました。
　第55回鳥取しゃんしゃん祭りに参加するにあたり、様々な面でご協力
いただいた皆様へこの場をお借りして心より御礼申し上げます。TUES
しゃんしゃん委員会はこれからも精一杯お祭りに参加する学生のサ
ポートをして参りますのでよろしくお願い致します。

　2019年10月19日、20日、本学で第19回公
立鳥取環境大学大学祭「環謝祭」を開催いた
しました。
　今年度の環謝祭のテーマは『今に環謝～令和
を楽しもう～』です。「環謝」は、今を平和に生きて
いることに感謝することと、環謝祭をかけました。
そして今年度から新しい元号「令和」です。新たな
時代が始まるということで、学生や地域の方々、企
業の皆様と新しい環境への第一歩を踏み出した
いという意味を込めて、このテーマにしました。
　今年も、鳥取市内の中学校、高等学校に加
え、近隣の公民館や多くの企業にもご協力いた
だき「環謝祭ポスター」を配布し、掲示していた
だきました。その結果、地域住民の方々にも多
数ご来場いただきました。当日は30を超える企
画や多種多様なイベントを実施し、盛り上げる
ことができました。1日目はあいにくの天気でし
たが、2日間通してたくさんの方にご来場いただ

【 環謝祭レポート 】
【 第55回鳥取しゃんしゃん祭りに
  参加して 】

きました。特に「TUES SPECIAL LIVE」では講
義室を埋め尽くすほどの観客がおり、大盛況で
した。昨年にはなかった会場全体を使うイベン
トもあり、他にも新しいことに挑戦できました。
　また、昨年に引き続き鳥取県出身のアイドル
「ミライノート」さん、同じく鳥取県出身のアイド
ル「Re:Jewel」さんにもステージに出演していた
だきました。昨年を上回る大盛況となりました。
「お化け屋敷」も待ちが途切れないほどの大盛
況でした。模擬店は42団体が出店し、地域,企
業,団体の方々にも模擬店を盛り上げていただ
きました。そして、例年と同様環境に配慮し、リ
ターナブル食器を使用しました。
　第19回環謝祭を開催するにあたり、ご協力
いただいたみなさまへ、この場をお借りして委員
会を代表し、心より御礼申し上げます。
　来年度も多くのお客様のご来場を委員一
同、心よりお待ちしております。
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